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革新炉ワーキンググループの設置について 
 

令和４年３月２８日 
原子力政策課 

 
 
○ 2050年カーボンニュートラル実現に向けては、原子力を含めた

あらゆる選択肢を追求することが重要。欧米では、既設炉への
財政支援等に加え、革新炉についても、大規模予算支援の下、
イノベーションが加速しているところ。 

 
○ こうした海外の動向も踏まえつつ、原子力イノベーションを通

じて、再エネとの共存、水素社会への貢献といった新たな社会
デザインを提示するとともに、革新炉を含めた原子力全体のサ
プライチェーンの維持・強化が必要。 

 
○ 以上を踏まえ、原子力発電の新たな社会的価値を再定義し、我

が国の炉型開発に係る道筋を示すため、総合エネルギー調査会 
電力・ガス事業分科会 原子力小委員会の下に「革新炉ワーキ
ンググループ」を設置する。 
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